
地域での暮らしを支える人材養成

研究テーマ

これから到来する少子高齢多死社会においては、地域包括ケア
システムの構築と地域共生社会の実現に向けて、住み慣れた地域
での暮らしを支える人材の育成は喫緊の課題です。地域での暮ら
しを最期まで支える看護職の役割遂行について研究しています。

概要

文部科学省平成26年度「課題解決型高度医療人材養成プログラ
ム」に採択された「地域の暮らしを最期まで支える人材養成‐離
島・へき地をフィールドとした教育プログラム‐」に取り組んでき
ました。、在宅看護において不可欠である、「対象を生活者とし
て捉え、その人らしさを尊重する視点」をしっかり持ってもらう
ことを核とし、人材育成の効果を得ました。現在は、教育プログ
ラムに離島・僻地をフィールドとした、その有用性について分析
しています。

具体的な内容

＊専門職に対しては、保健医療福祉職が対象者や家族の揺れ動く
意思を汲み取り、多職種で共有し、対象者にとって最善の医療・
ケアが提供できるように「地域包括ケアシステム」「ACP」「看取
り支援」等についてシンポジウムや研修等を行ってきました。
また、在宅看護に関しては、コンサルテーション事業、管理者養
成研修、多職種連携ハイブリッドシュミレータSCENARIOを用いた
フィジカルアセスメント研修等を行ってきました。これらの研修
等であれば、施設の実情や要望等に応じて出前講義は検討できま
すので、お問い合わせください。
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